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  ライオン株式会社 
  

「衣類のロングライフ化」に関する調査 

衣類の平均寿命が明らかに！ 最も短命なのは白 T シャツ 

衣類の廃棄理由の 6 割以上が色変化（黄ばみ、黒ずみ、色あせ） 

 

ライオン株式会社（代表取締役社長・竹森 征之）は、衣類を購入してから着なくなるまでの期間

を延ばす“衣類のロングライフ化”によって、環境省が推奨する環境負荷を考慮したサステナブル

ファッションの推進にも貢献できると考えています。そこで、この度「衣類のロングライフ化に関する

調査」を実施いたしました。   
 
 調査の結果、「平均寿命＊」が短命な衣類には、白Tシャツの3.5年をはじめ、トップスが多いことが

明らかになりました。これらの衣類を着用しなくなった理由は、黄ばみ・黒ずみ・色あせなどによる

「色変化」を挙げる人が多く、7割以上の人が色変化を理由に衣類を廃棄し、その金額は年間1人

当たり１万3,000円以上にもなりました。 

洗濯で最も多いトラブルは「色変化」で、洗濯トラブル経験者の約7割が経験していますが、

「洗濯をすればするほど、衣類の色変化は起きてしまう」と考える人が多く、洗濯、すなわち洗剤に

よる洗浄と色変化防止は両立できないと諦めている実態も明らかになりました。しかし、新型コロナ

ウイルス感染症の影響が落ち着いて外出機会が増える中、恋愛やビジネスシーンにおいて色変化

をした衣類がネガティブな印象を与えることや、サステナブルファッションの広まりを背景に、色変化

を防ぎ、衣類のロングライフ化を実現する新しい衣料用洗剤が求められていることも明らかになって

います。本調査の主な結果は以下の通りです。 
 

 

 

 

 

                     

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※本リリース上のスコアの構成比（%）は小数第２位以下を四捨五入しているため、合計しても 100％にならない場合もあります。 

＊衣類を購入してから着なくなるまでの期間の平均 

 

新キービジュアル 



１．衣類の寿命と廃棄に関する実態 

＜日常衣類の平均寿命ランキング！短命 TOP3 は、①白 T シャツ、②ワイシャツ、③黒・紺系

T シャツ＞  

調査対象者全員に、日常的に着用する衣類について、 

購入してから着なくなるまでの期間を回答してもらい、 

衣類の平均寿命を明らかにしました。その結果、最も 

短命だったのは「白Tシャツ（3.5年）」となりました。 

その他、「ワイシャツ（3.9年）」「黒・紺系Tシャツ（4.2年）」 

「ポロシャツ（4.5年）」「ブラウス（4.6年）」が、短命の上位 

にランクイン。いずれもトップスが上位を占める結果となり 

ました。 

 

 

 

＜短命な衣類ほど、黄ばみ・黒ずみ・色あせなど「色変化」が着なくなる理由に！＞ 

服を着なくなった理由について尋ねたところ、「たるみ、ちぢみ、ほつれなどの損傷」に次いで、 

「黄ばみ・黒ずみ」「色あせ」といった「色変化」が多い結果となりました。 

さらに短命衣類の上位5項目に絞ってみると、いずれも「たるみ、ちぢみ、ほつれなどの損傷」

よりも「色変化」に当たる項目が上回り、白Tシャツやワイシャツは、約6割の人が「黄ばみ、黒ずみ」

を、黒・紺系Tシャツは、約5割の人が「色あせ」を理由としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜1 人当たり年間 1 万 3,000 円以上の衣類が、「色変化」を理由に廃棄されている！＞ 

色変化を理由に衣類を廃棄したことがある人 

は約7割にもおよびます。 

本調査では、衣類の種別ごとに1年間で色変化を 

理由に廃棄した枚数と、購入時の平均的金額を尋ね、 

1人当たりの廃棄している衣類の金額を割り出しました。 

その結果、 1人当たり年間13,475円分の衣類が 

色変化によって廃棄されていることが明らかになり 

ました。 

 



２．衣類の寿命と洗濯トラブルに関する実態 

 

＜洗濯頻度が高いほど衣類は短命に？！＞ 

調査対象者に、衣類の種別ごとの洗濯頻度 

（着用回数に対する1回の洗濯）を尋ねてみました。 

その結果、平均寿命が短い衣類TOP5（2ページ 

参照）は着用回数約2回以下で洗濯していることが 

わかり、洗濯の頻度が多いほど衣類は短命になる 

ことが明らかになりました。 

 

＜約8割が洗濯トラブルを経験。洗濯トラブルのトップは、「色変化」で約7割が経験！＞ 

自分自身あるいは同居家族が洗濯をしたことで洗濯トラブルが起きた経験の有無について 

尋ねたところ、約8割の人が洗濯トラブルを経験していました。日々の生活に欠かせない洗濯です

が、正しい洗濯方法を学ぶ機会も少ないことから、トラブルが起きやすい家事なのかもしれません。 

トラブルを経験した人にその内容について尋ねたところ、「色変化」に関するトラブルを約7割の

人が経験し、最も多い洗濯トラブルという結果になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜色変化が起きた衣類は、恋愛やビジネスシーンでマイナス印象。自分の自信も喪失＞ 

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが5類に移行し、外出機会も増える中、 

半数以上（52.8%）の人が、「コロナが落ち着き、衣類をキレイに保つ意識が高まった」と回答しました。 

では、黄ばみや黒ずみ、色あせなど色変化が生じている衣類を着て人と会うことは、どのような

マイナスがあるのでしょうか。さまざまなシーンを想定し、回答を求めたところ、恋愛やビジネスシ

ーンはもちろんのこと、「自分自身の自信を失う」ことにもつながることが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ファッションに対する意識変化と求められる衣料用洗剤 

＜家で洗濯できる衣類の平均寿命を延ばしたい！求められる衣類のロングライフ化＞ 

SDGsへの取り組みが日常生活においても求めら 

れる中、ファッションにおいてもサステナビリティへの 

意識が高まっていることが本調査により明らかになり 

ました。 

衣類購入時において、「とても重視している」と回答 

した割合が高い項目は、トップが「家で洗濯できること」 

（52.0%）で、3番目に「長く着られること」（46.8%）が入り、 

「デザインが良いこと」（40.7%）や「コスパが良いこと」 

（40.6%）を上回っています。 

この結果から、自宅で洗濯できる手軽さとキレイに 

長く保つ衣類の平均寿命の延伸が、今求められている 

ファッションだといえるでしょう。 

 

＜洗濯洗剤の洗浄力と色変化は、両立できない“あきらめ気分”が明らかに＞ 

多くの人が経験している、洗濯による色変化のトラブルですが、衣料用洗剤を購入する時に

重視している機能は、どのような点かを尋ねてみました。その結果、「汚れが落ちる」（67.1%）が

圧倒的に高く、色変化を防ぐ機能「黄ばみ・黒ずみを防ぐ」（31.9%）や「色あせ・色落ちを防ぐ」

（24.6%）は、汚れ落ちに対して半数以下の人しか重視していません。 

重視していない背景には、“あきらめ”がありそうです。約9割（89.5%）の人が、「洗濯をすれば

するほど、衣類本来の色は変化すると思う」と考え、「衣料用洗剤で“汚れを洗い落とす洗浄力”と

“元々の色を維持（色変化を防止）する力”を両立することは難しい」と考える人は、約8割（80.1%）

という結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜9 割以上が「使いたい！」と回答した衣類の色変化を防ぐ衣料用洗剤が、新しいトレンドに？！＞ 

回答者全員に「黄ばみ・黒ずみ・色あせを抑制する洗剤」 

の利用意向を聞いてみました。その結果、ほぼ全員に 

当たる96.2%の人が「使いたい」と回答しました。 

これまで、洗濯を繰り返すことで起きる衣類の色変化に 

多くの人があきらめを感じていましたが、サステナブル 

ファッションの広まりを背景に、洗浄力・消臭力を追求 

しながら色変化を防ぐ、新しい衣料用洗剤が求められて 

いると考えられます。 

 



お問い合わせ窓口 
ライオン株式会社 〒111-8644 東京都台東区蔵前 1-3-28 

＜報道関係の方＞ コ ー ポ レ ー ト コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン セ ン タ ー 03-6739-3443 

＜参考＞ 

●洗浄・消臭力と色変化防止力を 1 本で両立した、高濃度コンプリートジェル 『NANOX one』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お洗濯のエキスパートとして、100年以上洗剤の革新を追求し続けてきたライオンは、洗剤にできる

ことは、汚れやニオイを落とすことだけではないと考えました。 

そして到達したのが、これまでのNANOXを超えた“高い洗浄・消臭力”と“衣類本来の色を保つ

機能”を両立させた唯一＊の洗剤、高濃度コンプリートジェル「NANOX one」 です。 

「NANOX one」の約束。それは、ずっと清潔で気持ちいい暮らしのサポートをすること。 

白い衣類は白いまま、黒い衣類も黒いまま。衣類がずっとキレイな状態であり続けることが、毎日

の生活をちょっと前向きに、明るくしてくれると信じています。洗剤一つで、あきらめていたお洗濯

悩みを解決する。洗剤の常識を変える『NANOX one』を、2023年9月20日 に新発売いたしました。 

(『NANOX one』 リリース：https://www.lion.co.jp/ja/news/2023/4356) 

 

ブランドネーム「NANOX one」  

ニオイ・汚れ・衣類の色変化を「1本」で全部断つ「唯一＊」の洗剤であること、常に洗濯の最先端

に位置する最高の洗剤であり続けることへの思いを込めて「ｏｎｅ」としました。 

また、「NANOX」は、「ナノテクノロジー」の「ナノ」に、未知なる可能性を意味する「X」を合わせた

ライオンの衣料用洗剤ブランド名です。 

 

「高濃度コンプリートジェル」とは  

当社従来洗剤にはできなかった、「高い洗浄・消臭力」と「衣類本来の色を保つ機能」を両立させた

唯一＊の洗剤として、様々なお洗濯悩みを解決することから、「高濃度コンプリートジェル」として

提案します。＊ライオン衣料用洗剤において 

 

 

 

 

以 上 

『NANOX one』ブランドサイト 

https://nanox.lion.co.jp/ 

https://www.lion.co.jp/ja/news/2023/4356
https://nanox.lion.co.jp/

